
第Ⅱ部　「平成19年の大阪経済」の概要�

・ 輸出はアジア向け中心に拡大��
・ 雇用は引き続き改善��
・ 設備投資に一巡感�

個人消費は低調� 家電製品販売額 2.7％増�
乗用車新車販売台数 6.6％減�

住宅投資は大幅減少� 新設住宅着工戸数 18.2％減�

民間設備投資は増勢一服� 大企業設備投資額 16.8％増�
中小企業設備投資額 21.8％増 （近畿）�

公共投資は減少� 公共工事請負金額 7.1％減�

輸出は6年連続して増加�

需 要 は 回 復 基 調 の な か 弱 い 動 き �

大 阪 の 景 気 は 回 復 基 調 な が ら 弱 い 動 き も �

府 内 企 業 の 景 況 は お お む ね 横 ば い �

中 小 企 業 の 景 況 は 回 復 に 一 服 感 �

生産はほぼ横ばい� 製造工業生産指数 1.6％低下�

雇用は改善が続く� 有効求人倍率 0.04ポイント上昇�

物価は2年ぶりに下落� 消費者物価指数 0.1％低下（大阪市）�
企業物価指数 1.8％上昇（全　国）�

消費関連業種は��
受注販売が弱含み�

建設関連業種は��
受注が減少�

生産関連業種は�
受注が堅調�

企業倒産は落ち着いた動き� 企業倒産件数 1.0％減少�

産 業 活 動 は 一 進 一 退 �

輸出通関額 9.3％増（近畿）�
輸入通関額 7.8％増（近畿）�

(注)　��
　数値は前年比、
設備投資額は前
年度比。�




